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本発表の一部は、 環境研究総合推進費JPMEERF20242M02の研究に基づいている。 1



生物多様性勉強会の背景

•背景

• 持続可能な発展や気候変動・生物多様性問題等の解決に向けては、科学
的知見に基づき、多様な主体と社会システム変革を実現する方法やそのた
めの国際ルールのあり方を考えていくことが求められている。

• 民間セクターの果たす役割も大きく、民間セクターの取り組みなどを加速す
る国際ルール形成の議論や、主体間の連携が進められている。

• しかし、現状、生物多様性は、各主体がすべき対策やそれを推進する上で
のマルチレベルの制度構築、必要なデータ、またそれを支える多様な学問
間 ・主体間の連携や議論の場も十分ではない。
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生物多様性勉強会の目的や構成

• 目的

• 国際条約や国連機関が関わるプロセスだけではなく、企業・金融機関の活
動に関わる国際ルールも含めた国際ルール形成への貢献を目指す。

• メンバー

• アカデミア関係者（社会科学、自然科学分野の研究者）、企業・金融機関関
係者（建設、エネルギー、林業、製紙、食品業界他）。今後、国際機関、政府
関係者とも連携を図る。
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企業とアカデミア関係者等との連携の必要性

出所：Hollie Booth et al. 2024. Operationalizing transformative change for business in the context of Nature Positive. One Earthを基に作成。 4



生物多様性や生物多様性保全と気候変動対策とのシナジー・
トレードオフに関する科学的知見も増えている

IPCC AR6 Synthesis Report, 2023

CBD Technical Series, 2016, 2019a, 2019b 

生態系ベース適応、生態系を基盤とした防災・減災、生態系ベース緩和
IPCC AR6 WGII, WGIII, 2022; Synthesis Report 2023 

IPBES-IPCC Workshop Report, 2021
IPBES Business and Biodiversity Assessment, 2026
IPBES Nexus and Transformative Change Assessment, 2024

IPCC AR6 WGII Technical Summary, 2022
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生物多様性勉強会での論点

1. 国際ルールについて：国際標準化、生物多様性条約、生物多様性
と気候変動との関係とサステナブルファイナンス（2025年11月7日）

2. 企業のサプライチェーンと生物多様性（2026年1月14日）

3. エネルギー分野の生物多様性への対応（生物多様性保全と気候
変動対策とのシナジー・トレードオフのケース）（2026年2月10日）

4. 企業経営と生物多様性、TNFD（2026年3月23日）
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1. 国際ルールについて

生物多様性条約、気候
変動枠組条約など国際

条約を軸とした国際
ルール

民間のための国際
ルール

各国の制度設計

政府・企業など各主体の取り
組みの加速
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出所：環境省 https://www.env.go.jp/nature/biodiversity/kmgbf.html 8

国際ルールについて：生物多様性条約



2. 企業のサプライチェーンと生物多様性

9
出所：IPBES Transformative Change Assessment, Chapter 4 Figure 4.7

世界のエコロジカルフット
プリントは、世界のバイオ
キャパシティを超えている。

エコロジカルフットプリント
における異なる所得国の
格差が、陸地間や海洋間
のテレカップリング（地理的な
距離を超えた社会経済的・環境的

な相互作用）によってより強
化され、複雑化している。
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企業のサプライチェーンと生物多様性：
サステナブルラベル

サステナブルラベル：FSC、MSC、ASC他

調達 生産 物流 販売・消費



3. エネルギー分野の生物多様性への対応
気候変動の緩和策・適応策の例と生物多様性保全策への影響

●●⾵⼒エネルギーエネルギー
システム ●（無）太陽光エネルギー

●●バイオエネルギー
●●⽔⼒発電
●●原⼦⼒発電
＋＋農業の炭素貯留(⼟壌炭素管理、アグロフォレストリー、バイオ炭施⽤)農業、林

業及びそ
の他⼟地
利⽤
(AFOLU)

＋＋森林・その他⽣態系の転換の削減
＋＋⽣態系の回復、再植林、植林
＋＋持続可能な森林管理の改善
＋＋⾷品ロス・⾷品廃棄物の削減
＋＋バランスの取れた、持続可能で健康な⾷事へのシフト
●●⽊材、バイオマス、農産物原料の供給
●●都市の⼟地利⽤・空間計画都市

システム ＋＋都市のグリーン・ブルーインフラ
＋＋廃棄物削減・最⼩化・管理
＋＋部⾨・戦略・イノベーションの統合
●●バイオ燃料運輸
＋＋マテリアルの循環利⽤産業

＋⽔利⽤の効率化エネルギー
システム

－海岸の防護と強化陸上・
海洋
⽣態系 ●統合された沿岸域管理

＋持続可能な⽔産養殖と漁業
＋⽣物多様性管理、⽣態系間の接続
＋⽔利⽤の効率化と⽔資源の管理
＋耕作地管理の改善
＋グリーンインフラ、⽣態系サービス都市・

インフラ
システム ＋持続可能な⼟地利⽤・都市計画

●健康・健康システムの適応部⾨横断
＋⽣活の多様化
＋計画的移転と再定住
＋⼈間の移⺠
＋気候サービス（早期警報システムを含む）

適応策 ※適応策には⾃然⽣態系分野の適応策も含まれているため、
プラスになることが⾃明のものもある

⽣態系
サービス
との関係

シナジー
トレードオフ
シナジー・トレードオフが混在

確信度が⾼い

確信度が低い

(IPCC AR6 WGII SPM Figure SPM4(b)及びWGIII SPM Figure SPM8より作成)

緩和策

確信度が中程度

出所：国立環境研究所［2024］IPCC第６次報告書 解説資料： 気候変動と生物多様性にまたがる知見の整理を一部編集
https://www-iam.nies.go.jp/aim/ipcc/index.html
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エネルギー分野の生物多様性への対応
業種ごとの対応

バイオ燃料 風力 太陽光 水力

原子力 石油・天然ガス

（参考）WWF. 2023. Nature-safe Energy: Linking energy 
and nature to tackle the climate and biodiversity crises

石炭

地熱



出所： OECD. 2025. Environmental Outlook on the Triple Planetary Crisisを基に作成 https://www.oecd.org/en/publications/environmental-
outlook-on-the-triple-planetary-crisis_257ffbb6-en/full-report/roadmap-for-policy-action_b27692cb.html#chapter-d1e64378-c4153725fc 13

[参考]生物多様性保全と気候変動対策などとのシナジー



4. 企業経営と生物多様性、TNFD
• TNFDに関して、気候変動（TCFD）との統合的な視点が考慮されている点や、企業経営そのもの

には生物多様性の観点がまだ十分浸透していない現状等について示された。IPBESではビジネ
スに焦点を置いたアセスメントがまとめられた。
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出所：TNFD. 2023.自然関連財務情報開示タスクフォースの提言出所：IPBES Business and Biodiversity Assessment, 2026



今後に向けて

• 企業とアカデミアの連携のスコープ（業界及び学問領域）の拡大する。

• セクター、民間の業種ごとの課題の整理と対応。

• 生物多様性保全、気候変動対策に加え、サーキュラーエコノミーや汚染に関わる問
題との関係性も分析・議論。

• 企業やアカデミアだけでなく、省庁や国際機関などとの連携も目指す。

• 国際的な政策議論だけでなく、民間のための国際ルールの議論にタイム
リーなインプットを目指す。
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